
X.調査の成果と課題

I.新屋敷遺跡C区の先土器時代

1.はじめに

大宮台地の先土器時代遺跡は、現在200箇所を優に

超えており、発掘調査の件数も年々確実に増加し、台

地全域に遺跡が立地する様相が、徐々に明かになって

きている。しかし、北東部地域は加須低地を中心とし

た関東造盆地運動による台地の沈降が、遺跡の確認や

発掘調査に重大な障害となり、発掘調査の主役が大宮

台地の南部地域にある状況には変りはない。

鴻巣市は、地形図を見ると狭義の大宮台地の北東端、

三角形の部分に位置している。 1989（平成元）年に刊

行された市史の資料編に、先土器時代の6遺跡が集成

され、小形の国府型ナイフ形石器を出土した赤台遺跡、

岩宿II期の中三谷遺跡等と、新屋敷遺跡出土の尖頭器

石器群が掲載され、本地域の様相が明らかになってき

たが、いずれも小規模な遺跡て‘あった。

新屋敷遺跡C区から検出された石器群は、岩宿II期

を主体に、市史に掲載された尖頭器と関連すると思わ

れる石器群が少数と、縄文草創期の石斧、有茎尖頭器

は単独てあるが、複数の時期の石器が検出されている。

岩宿II期は、石器集中6箇所とi類詳1閲騎＼埋没谷

の谷頭を囲むように検出されている。石器の総数は

569点、礫の総数は3595点と大宮台地全体て｀も、纏まっ

た資料てある。本遺跡の調査を基に成果と、それから

求められる課題に関し検討する。

2.ナイフ形石器、切出形石器、角錐状石器

該期の石器群の特徴（イメージ）を簡単に述べると、

横長（横広）剥片を多用した、多様な形態のナイフ形

石器と角錐状石器、円形掻器、円刃掻器、等が挙げら

れることが多いと思われる。筆者も上記のようなイメ

ージのもとに、該期の石器群を見てきたが、石器群の

理解に最も苦慮しているのは、ナイフ形石器と切出形

石器、角錐状石器の区分（理解）をどのように捉えて

行くべきかといった問題てある。

3つの石器は、先土器時代研究の初期段階から注目

され、編年的・系統的基準として、多くの先学達によ

って取り上げられ、議論が重ねられて米た石器てある

が、研究者間の共通理解がどこまてはかられているか

は、別問題として残っている。

角錐状石器は、ゴロゴロ石器、舟底様石器、尖頭器

様石器、等と幾つかの名称て‘‘呼ばれてきた。それぞれ

の呼称によって、石器群の捉える範囲が若干異なって

いた。珪打王は、角錐状石器の用語が最も使われている

が、ナイフ形石器、切出形石器等を含めて、研究者毎

に石器の分類のしかたに若干の違いが見られる。

そこて‘‘、各石器の最初の定義を確認することを手が

かりに、 3つの石器の整理を試みることにする。

【ナイフ形石器・切出形石器】

ナイフ形石器、切出形石器はともに芹沢氏によって

提唱された名称てある。この2つの石器の最初の定義

を、織笠明子氏は1982年の神奈川考古同人会主催シン

ポジウムて‘‘、芹沢氏(1954年）の論文から、素材、調整

加工の部位、調整加工の種類、石器の形状の4つの要

素に分けて比較した。その後の切出形石器の捉え方の

変遷は、ナイフ形石器の一形態、ナイフ形石器と異な

る形態、台形石器の一型式とする 3つの考え方に整理

している。

近年、伊藤氏は切出形石器に関し、各人の論文に掲

載されている石器実測図を比較し、その「適用範囲」

を検討するなどし、新しい視点として 「切出形石器」

を提唱した。「切出形石器をナイフ形石器の一形態とせ

ずに、ナイフ形石器と対峙させるかたちて‘‘論じた方が

有効て‘ある」として、切出形石器をナイフ形石器に含

めない点は賛同て‘‘きるが、該期の資料を「全て切出形

石器とすべき」とした考えか方には疑問がある。

現状ては、切出形石器をナイフ形石器の一形態と考
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える方が主流と思われるが、研究者によって「適用範

囲」が微妙に異なっているようてある。

【角錐状石器】

角錐状石器の最初の定義は、 1968年に 『古代吉備』

3号に西川宏・杉野文一両氏が発表した「岡山県玉野

市宮田山西地点の石器」て‘‘、「原材lumpから剥離され

た横長剥片を、片面（主要剥離面）だけ残して他の両

側辺から細部加工し、一端を尖らせたものて‘‘、全体が

三角錐乃至四角錐状を呈するものてある。そして残さ

れた一面は、平滑て‘‘、未加工のままになっている。全

体の作りが得に部厚く出来ていること、先端の尖り方

は鋭くないこと、平滑な一面が残されていること等の

特色を備えていることは、 これを槍先とするよりも、

むしろ他の用途を考えるべきてあろう。芹沢長介氏は

このような形態の石器を、 一応舟底石器のなかに入れ

ながらも、竪縞剥離flutingのない粗製品てあるのて‘、

調整具fabricaterてはなかろうかとしている。」とし

ている。

角錐状石器の最初の定義の後、名称の問題も含めて、

定義について関東地方ての具体的論及は少なかった。

第320図 自由学園南・丸山東遺跡出土石器

｀ 
自由学園南遺跡 (1987年調査）

織笠昭氏は1987年 「角錐状石器の形態と技術」のなか

て‘‘形態の観察を行い「角錐状石器の特徴のひとつはそ

の一端が鋭く尖っていること」 としている。

以上、 3つの石器に関する最初の定義と、 その石器

の捉え方の変遷を雑駁にみたが、現時点て全ての答え

が出ているわけてはなく、各研究者の中て今日的課題

になっている問題て‘、もある。

最後に筆者なりの考え方を整理し、以後の立場を明

確にする必要があると思うが、考え方の整理途上ても

あり、明確な表現がてきないのも現状てある。

まず、切出形石器とナイフ形石器は区分して考え、

該期に特徴的な石器と考えている。ナイフ形石器は該

期を通して、 量の多寡は別としても、組成しているも

のと考える。また、角錐状石器は一端が尖ることが最

も重要な石器て‘、あったと考えている。

第320図の 2つの石器は、報告書て角錐状石器およ

びその未成品と分類されているが、接合の状態を観察

すると、両側縁から繰り返し剥離が施され、幅が索材

の半分近くまて‘達するが、先端の幅狭の刃部を残して

しヽる。 さらに丸山東遺跡の場合、先端付近に再加工が

｀ 
丸山東遺跡

5cm 
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施されていながら、尚且つ輻狭の刃部を残している。

これは、先端の幅狭の刃部を意識し、一端を尖らそう

とする意図とは別て‘あると考えられ、角錐状石器て‘‘は

なく、切出形石器として捉える方が妥当と思われる。

3つの石器は、共通した索材と調整技術から作られて

おり、個別に分類すると中間形態と言えるものが多く

みられる。そのため、各研究者による分類基準にス、レ

が生じている。今後、難しい問題となるてあろうが、

この点の議論が最も重要になるものと思われる。

3.大宮台地における黒耀石製石器群につて

新屋敷遺跡C区から検出された、岩宿II期の石器群に

用いられている石器石材の主体は黒耀石て‘‘ある。大宮

台地の先土器時代遺跡て｀利用されている石器石材は、

河川等によって比較的近在て‘‘入手てきると考えわれる

ガラス質黒色安山岩、黒色頁岩、チャートと、遠隔地

から持ち込まれている黒耀石の2つのグループがあり、

岩宿II期から砂川期に関して、前者を主体とする遺跡

と、黒耀田を主体に用いる遺跡が認められる。 他の台

地て‘‘は、遺跡の規模によって石材の多様性が見られる

が、該期は小規模な遺跡が多いためか、黒耀石利用の

偏在が一つの特徴として注目される。

大宮台地の該期の遺跡て‘石器点数が多く黒耀石を多

用する大和田高明遺跡、明花向遺跡C区の石器と、新

屋敷遺跡C区の石器群とを比較することにする。

大和田高明遺跡は、大宮市に所在する。文化層は2

枚認識され、第II文化層が該期に相当する。石器集中

は18箇所、i業群18基が分布を重複して検出された。石

器はナイフ形石器95点を含む充実した内容て‘ヽ、黒耀石

が石器石材の37％を占めている。

明花向遺跡C区は、浦和市に所在する。遺物は第IV

層を中心として、石器集中4箇所とi恕詳4基が分布を

重複して検出された。石器は424点（表採等の細石刃3

点を含む）、礫は752点て‘ある。石器組成は、ナイフ形

石器が主体を占め34点てある。石器石材は主に黒耀石

が用いられている。本石器群の編年的位置付けは、報

告者の田中氏によって砂川期以降の近い時期とされ、

神奈川県の深見諏訪山遺跡第III文化層、下九沢山谷遺

跡第II文化層の石器群と比較検討された。それに対し、

田村隆氏はi類詳の特徴て濯少川期以前に置く考えを提示

している（註 1)。砂川期を挟んて、 意見が分かれる

が、ここては新屋敷遺跡C区と共通する様相が見られ

るため、検討対象として取り上げる。

第321• 322図は、 3遺跡を大宮台地の位置に合わせ

左から新屋敷遺跡C区、大和田高明遺跡、明花向遺跡

c区の順て‘‘並べている。第321図は、 3遺跡から出土し

た切出形石器て｀ある。外形は長さと幅の値が近く台形

状のもの、縦長て｀幅狭の刃部となるもの等、形状に幾

つかのバラエティがある。横広の剥片を素材とするも

のが多く、両側縁は急角度の調整加工、折断、打面を

残すもの等があり、基部中央部の横断面は方形状とな

る。刃部は器軸に対し直角方向に近いも④が多い。

第322図は、 1~19は縦長剥片を索材としたナイフ

形石器て‘ある。新屋敷遺跡C区と明花向遺跡C区は、

基端に打面を残し（明花向遺跡は幅広のものが多い）、

調整加工は基本的に一側縁て‘‘、裏面に平坦剥離が施さ

れている。一方、大和田高明遺跡の11は基端に打面を

残しているが、裏面の平坦剥離と一側縁の調整加工を

基本としていない点が異なっている。

角錐状石器(20~24)は、各遺跡て形状等が異なって

いる。新屋敷遺跡c区は小形て、、外形が三角形になり

基部の横断面は台形状となる。大和田高明遺跡は両側

縁からの調整加工が基部の中央て‘‘交わり、稜線を作っ

ている。横断面は三角形て‘‘ある。明花向遺跡C区は、

両端が欠損し全体の形状は不明て‘ヽ、尖頭器の破損品の

可能性が示唆されているが、横断面が三角形状て‘ある

点など、角錐状石器の破損品の可能性が指摘て‘‘きる。

以上、切出形石器、ナイフ形石器、角錐状石器の 3

つ石器について比較した。新屋敷遺跡C区と明花向遺

跡C区の石器群の間に、多くの共通性が見られた。ま

た、大和田高明遺跡との間には異なる点が見られるが、

全体としては近似した石器群て‘‘あるといえる。
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新屋敷遺跡C区 大和田高明遺跡 明花向遺跡c区（第IV層）
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4.岩宿II期の細分についての試論

岩宿II期は、岩宿遺跡II石器文化の資料をタイプサ

イトとする石器群として捉えている。該期は先土器時

代研究て編年的位置づけ、石器群の系統の問題等、研

究史的に重要な意味をもっており、また、今日的課題

を有していると考える。

岩宿II期の問題点として、多様な形態（器種）の石

器群が、複雑に錯綜しているといったイメージと、野

川遺跡の層位的所見と西日本の石器（国府型ナイフ形

石器等） との関連が議論されてきた。また、近年特に

該期の細分を積極的に行った論文が発表されている。

本稿は、遺跡間ての自然層的対比による編年的枠組て‘

なく、遺跡内て‘の層位的見解を重視し、該期の複数文

化層が認識て‘‘きた遺跡を検討することから始めて、各

期の概要の簡単な整理を試みる。

1)岩宿II期の文化層が複数検出された遺跡

各地域（台地）によって、ローム層に堆積状況が異

なり、複数の文化層の確認に適した、相模野・武蔵野

台地と比べ、堆積の薄い大宮・下総台地て‘‘は自ずと分

離が困難になる。しかし、自然層位ての相対的対比て‘‘

はなく、各遺跡における文化層の検討て‘‘上下差が認め

られる例は在る。自然層て‘‘の比較て‘‘はなく、遺跡単位

て該期の複数文化ヵ苅窟認された遺跡、近接する地点て‘‘

異なった石器群がみられる遺跡を対象に検討する。

a)柏ヶ谷長ヲサ遺跡 （第323• 324図）

神奈川県海老名市に所在する。遺跡は相模野台地の

相模原面（武蔵野面）て、目久尻川の左岸に位置する。

標高は現在の地表面て‘45~50m前後て‘‘ある。

先土器時代の資料は、 1冴文の文化層力苅窟認された。

内、関連する文化層は BB2U層～BB2L層にかけて

検出された、第IV~XI文化層の6枚て‘‘ある。該期の石

器群が、最も細かい文化層として認識て‘‘きた遺跡て‘‘、

該期の細分において骨子になる遺跡て‘、ある。現在、資

料オ是示は概要報告書と石器文化研究交流会ての発表要

旨のみて‘‘、正式報告書が待ち望まれる。

第VII文化層は、 B2L上面から検出された。石器集中

3箇所とi類詳3基が重複して検出された。剥片石器類

の石器石材は、黒曜石、凝灰岩、安山岩等が用いられ

ている。石器はナイフ形石器、掻器、錐器等が見られ

る。ナイフ形石器は剥片素材を横に用いたもの(1・

2)、縦に用いたもの（3）があり、調整加工はいずれも鋸

歯状になる粗いものと、通常の Blunting状のものが

見られる。掻器は刃部円形の形状の整ったものて‘‘ある。

第VII文化層は、 B2L上部から検出された。他の文化

層と比較すると石器の数は60点と少ない。石器は細身

の切出形石器と、石斧の未成品が特徴的て‘ある。石器

石材は剥片石器は黒罐石、石斧の未成品には凝灰岩が

用いられている。

第VII［文化層は、 B2L上部から検出された。石器集中

は8箇所て‘ヽ、礫群と重複して検出された。石器の組成

は報告書•発表要旨の分類て‘‘、ナイフ形石器、角錐状

石器、彫器、掻・削器となっている。

ナイフ形石器は、縦長剥片を素材に基端面に打面を

残し、基端の周辺と先端付近に主に調整加工が施され

る(11~13)。厚手横広の剥片を横又は斜め方向に用い

て、鋸歯状の粗い剥離加工が両側縁に施される

(14~17)。厚手横広の剥片を横に用いて、両側縁が平

行するように鋸歯状の調整加工を施し、幅狭の刃部が

先端に見られる (19• 20)に分類て‘きる。 (19• 20)は切

出形石器として、ナイフ形石器から分離て‘きると考え

る。 角錐状石器は、厚手横広の剥片を素材に、鋸歯

状の調整加工が施される形状の整った(21)と、不整形

の(22)がある。掻・削器は定形的なものは少ないよう

てある。また、 7号ブロックから検出された凝灰岩製

の縦長剥片は興味深い。

剥片石器には凝灰岩を主体に黒耀石、安山岩が用い

られている。

第IX文化層は、 B2L中部から検出されている。本文化

層は長ヲサ遺跡て最も資料が充実しており、第II調査

区の全体に分布し、石器総数約3000点を数え、li槃群25

箇所を伴っている。石器の組成は、ナイフ形石器約100

点（切出形石器を含む）を主に、尖頭器、角錐状石器、

彫器、掻・削器等て‘ある。

ナイフ形石器は国府型ナイフ形石器1点(28)を含め、
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第323図柏ヶ谷長ヲサ遺跡(I)
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主に厚手の横長剥片を素材に、両側縁に鋸歯状の調整

加工が施された、第VIII文化層の(14~17)と近似したも

の(29~35)と、縦長、横広剥片と素材をあまり限定せ

ず調整加工を両側縁に施し、刃部が幅狭て‘‘器軸に対し

直角に近く切出形石器として分離て‘‘きる (36~41)。縦

長剥片を用いて、基端面に打面iを残し、調整加工が基

端周辺にのみ施されるもの(42~43)に分けられる。

角錐状石器は大形て‘作りの粗い (44)と、縦長剥片を

索材として基端に打面を残し、周辺に調整加工を施さ

した(45)がある。掻器は外形が円盤状に近い円刃の

(47)、長方形の端部に直線的な刃部をもった (48)等、

定形的なものが見られる。石器石材は、黒耀石、凝灰

岩、安山岩が主に用いられている。

第X文化層は、 B2L上面から検出された。石器及び

礫の分布は、広い範囲に散漫て‘‘ある。器種組成はナイ

フ形石器（切出形石器を含む）、小形の角錐状石器

(52)、掻・削器等て‘‘、石器石材に黒耀石、玄武岩が用

いられている。

第XI文化層は、 B2L下底から L3の上部にかけて検

出されている。石器点数は少ないようてあるが、報告

者の一人、諏訪間氏がAT降灰層との関連て‘‘aとbに

分離した微妙な石器群て｀ある。ここに提示したものは、

第XIa文化層とした凝灰岩製のナイフ形石器と、玄武

岩製の角錐状石器とした石器て‘ある。ナイフ形石器は

縦長剥片を索材に、基端部周辺と先端付近に調整加工

を施したものて‘‘、嘉留多遺跡第3文化層のナイフ形石

器(15)との関連が注目される。

以上、長ヲサ遺跡の状況を概観した。正式報告が未

刊のため、ここに示した文化層がはたして、時間軸上

に整然と並ぶのか、幾つかの文化層が平行する可能性

があるのかについては、今後の検討に期待するが、該

期の石器群が最も細分される可能性を示す、良好な資

料てあることは間違いない。

b)湘南藤沢キャンパス内遺跡（第325図）

神奈川県藤沢市に所在する。遺跡は相模野台地の南

部の小出川の西岸て、、標高は30~40m前後てある。

調査は慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの建設に伴

うものて‘ヽ 、面積は約330,000m北広大てある。先土器時

代の遺物は、 6枚の文化層から約4,000点の石器が検

出されている。その内、該期の対象資料は、 AT層上

位の第VI文化層と、 AT層を挟んて上下から検出され

た第V • IV文化層の3枚てある。

第IV文化層は、 L2層下半部から B2U層全体にかけ

て検出された。遺物の出土状況は、調査区の広範囲に

わたっており、i類詳と重複している。石器の総数は606

点て‘ヽ 、礫の総数は807点て‘ある。石器は切出形石器（報

告書てはナイフ形石器と分類） と、角錐状石器、掻器

等が見られる。石器石材は黒曜石を主体に、ガラス質

黒色安山岩が用いられる。

切出形石器は、厚手横広の剥片を索材にして、両側

縁に急角度の鋸歯状加工を施し、刃部が器軸に対し直

角方向に近く、幅狭のものが多い。角錐状石器は切出

形石器と同じ厚手横広の剥片を素材とし、粗い調整加

工が施される。掻・削器は破損品が多く、完形の 7は

第V文化層のものと比べて縦長てある。

第V文化層は、 AT層上位の B2層から検出された。

石器の総数が2032点と多く、本遺跡の中心的文化層て‘‘

ある。遺物の出土状況は良好て‘ヽ、石器集中が17箇所検

出されている。剥片石器に用いられている石器石材は、

黒耀石が主体を占めている。

石器の内訳は、ナイフ形石器37点と掻器20点が主体

をなし、楔形石器7点と彫器1点を含む。ナイフ形石

器は、縦長剥片を索材に、一側縁または二側縁に調整

加工を施したものが多く、寺尾期のナイフ形石器と共

通する要素も多いが、剥片索材は厚手てある。掻器は

整った円形掻器または刃部が円刃になるものが多く、

本文化層の某本組成をなしている。

第VI文化層は、 L3層（AT層）下位より検出され

た。第V文化層と比較して、石器の総数は20点と少な

く、出土状況は散発的て‘、製品を含む石器集中はみら

れない。ナイフ形石器は 3点出土したが、ガラス質黒

色安山岩製は単独、黒耀石製の 2点が近接して検出さ

れている。
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第325図 湘南藤沢キャンパス内遺跡
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第326図 多聞寺前遺跡

こ
こ こ こ

i岱］し6じ］i ；7 烏ヽQ]恥紅臼99 t O。

二 三

層I こ二 乙二〕

-401-



第327図嘉留多遺跡
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C)多聞寺前遣跡（第326図）

東京都東久留米市に所在する。遺跡は武蔵野台地の

中央部、 黒目川流域の武蔵野面に位置し、標高は約51

mて‘‘ある。

先土器時代の遺物は、第III層～第X層にかけて検出

され、文化層は5枚確認された。該期に関連する資料

は、 第IV層中部と第IV層下部の文化層てある。

第IV層中部は、自然層位ての区分は難しいが、石器

集中によって、よりIV上的な石器群とよりIV下的な石

器群が認められ、前者をIV中1、後者をIV中2として

いる。IV中1石器群は、典型的な砂川期のナイフ形石

器を主体にしているのに対し、 IV中2石器群は岩宿II

期の細分に関わる資料てあると考えられる。

石器は、ナイフ形石器と掻・削器等が検出されてい

る。ナイフ形石器は、縦長剥片を素材とし側刃縁及び

背縁に調整加工を施した (6)や、稜付石刃を索材にし

たと思われる (8)等てある。円刃掻器は長軸の一端に

厚手の刃部を作る特徴的なもの(12• 13)が見られる。

石核は作業面を正面に限定した単設のもの(14)や、両

面に石核の整形加工を施し、扁平となる (15)が見られ

る。また、 (15)は右側面に剥片(16)が接合しており、

小日から縦長剥片を剥片剥離する、織笠氏が剥片剥離

工程8類と分類した石核のブランクになるものと思わ

れる。

IV層下部は、 40点検出されているが、製品のほとん

どが単独出土てある。石器は大形の切出形石器に厚刃

の掻・削器等が含まれる、典型的な岩宿II期の石器群

てある。

d)嘉留多遺跡（第327図）

東京都世田谷区に所在する。遺跡は武蔵野台地の南

東部、仙川と野川に挟まれた部分て武蔵野面に位置し、

標高約38mてある。

先土器時代の資料は、第III層～第xa層にかけて 5

枚の文化層が認められた。内、第2文化層が第IVb層、

第3文化層が第V層て‘ヽ 、該期の対象資料て‘‘ある。

第2文化層は、石器総数が474点て‘‘、ナイフ形石器17

点と、角錐状石器2点と纏まっている。ナイフ形石器

は縦長剥片を素材に、基端に打面を残し基部周辺に調

整加工を施した(1~4)。二側縁に Blunting状の調整

加工が施された (4• 6)等が見られる。切出形石器は両

側縁から急角度の調整加工が施された、小形厚手て幅

狭の刃部となる (8)。角錐状石器は、小形の(11)と上半

部を欠損した(12)が見られる。掻器は長軸の一端に厚

手の刃部を有するものて作りは粗い。

第3文化層は、石器数が108点て‘‘、ナイフ形石器6点

と円形掻器や円刃の掻器を特徴的に含む。ナイフ形石

器は、縦長剥片を素材に基端周辺と先端付近に調整加

工が施された(15• 16 • 18）、 二側縁に調整加工が施さ

れる (17)が見られた。

e)花沢東遺跡（第328図）

東京都国分寺市に所在する。遺跡は武蔵野台地の西

南縁の武蔵野面に位置し、標高は約72mてある。

先土器時代の資料は、 第III層～第1刈曾にかけて 7枚

の文化層が認められた。内、第3文化層の第IVb層と

第4文化層の第V層が、該期の対象資料て‘ある。

第3文化層は、横広剥片を索材に、横位に用いた小

形のナイフ形石器、切出形石器が卓越している。角錐

状石器は器長が短 く、幅広厚手のものが見られる。石

核は賽子状てある。

第4文化層は、剥片石器の索材は縦長剥片が用いら

れており、切出形石器の多くは打面を基端に残すもの

が目に付く 。ナイフ形石器、切出形石器以外に彫器、

錐器が器種組成に含まれる。石核は厚手剥片を用いた

盤状石核が見られる。

f)自由学園南遺跡（第329図）

東京都東久留米市に所在する。遺跡は武蔵野台地の

中央部、黒目川流域に位置し、標高は約56mてある。

学史的に縄文時代の遺跡として著名て‘、先土器時代の

資料は、 1980年と1987年の発掘調査て‘‘良好な石器群が

検出されている。2回の調査区は、 100m程度の距離に

設定されているが、検出された石器群は、共に該期の

範疇に含まれると考えられる。

1980年調査ては、ナイフ形石器（報告書ては、ナイ

フ形石器、台形石器、台形様石器、切出形石器に細分

-403-



第328図花沢東遺跡
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第330図 はけうえ遺跡

く こ

田刈恥畠疇0こ こ

＇ こ 尋 □ー冒］

: l [ i [o i !][ }'] ;22心9] 023  

~ ? 5cm 

こ

-406-



されている）は、多くが横広剥片を横に用いられてい

る。 (1~5)は先端が尖り、刃縁の長さが比較的長い。

(6~15)は刃縁が幅狭て‘‘、器軸対し直角に近く、器厚が

特に厚い感じを受ける。後者を切出形石器として前者

と分けて考えたい。

角錐状石器は縦長剥片を素材とするもの（16)、横広

の剥片を素材に用いたもの(17)が見られる。

石器石材は、黒耀石を主体に玄武岩、チャート等が

用いられている。

1987年調査て‘‘は、ナイフ形石器は、縦長剥片を素材

とするもの(18~24)と、横広剥片を索材とし、器軸に

直角に近い幅狭の刃部を有するもの(25~30)の二つ

に、大きく分けることがてきる。前者は基端に打面を

残し、鋸歯状の調整加工を二側縁に施している。後者

を切出形石器と考えておく。 (26)は報告書て‘‘角錐状石

器の未成品としているが、接合の状況を見ると、先端

の幅狭の刃部を意識して残していることが窺えること

から、切出形石器と考えられる。

角錐状石器は、下半部を欠損した外形が三角形をし

た大形の(31)と、両側縁が平行する棒の外形をした

(32)がある。また、 (33)は石斧とされている。

剥片石器類の石材には黒耀石、チャート、安山岩が

多用され、石斧にはホルンフェルスが使われる。

g)はけうえ遺跡（第330図）

東京都国分寺市に所在する。遺跡は武蔵野台地の武

蔵野面に位置し、標高は高いところて‘‘72m、斜面下が

60mて‘‘ある。先土器時代の遺物は、 III層上面からX層

にかけて、 11枚の文化層が認められた。内、第IV中層

文化と第IV下層文化、第V層文化が、該期の対象資料

てある。

第IV中層文化は、石器・礫集中部が16箇所認めら

れ、石器533点が検出されている。石器に用いられてい

る石材は、黒耀石とチャートが主体て‘‘ある。器種組成

は、報告書て‘‘ナイフ形石器26点、コ｀ロゴロ石器2点、

尖頭器2点、スクレイパー5点となっている。しかし、

実測図を見ると、尖頭器とした 2点は不明て‘あるが、

ゴロゴロ石器2点とナイフ形石器1点の、(13~15)は

角錐状石器に分類て‘‘きると思われる。

ナイフ形石器は、縦長剥片を下位に用いて、打面を

基端に残す、基部加工のものが主体を占めるが、横長

剥片を用いた(11)のようなナイフ形石器も見られる。

掻・削器は（16)のような、刃部の厚い円刃掻器が特徴

的て‘‘ある。石核は(17~19)のように、厚手の剥片等の

小口から縦長剥片を泉ll離するものが特徴的て‘‘ある。

第IV下層文化は、石器点数は218点と第IV中層文化

の半分に減少するが、礫点数は僅かに増大している。

剥片石器に使われた石材は、黒耀石とチャートが主体

を占めている。石器の組成は、ナイフ形石器（切出形

石器） 6点、ゴロゴロ石器（角錐状石器） 2点、掻・

削器等て‘ある。 切出形石器は横広剥片を索材に、両側

縁に粗い調整加工を施したものて‘ヽ、刃部は器軸に対し

直角方向に近く、幅狭てある。角錐オ犬石器は厚手の縦

長剥片が用いられ、粗い調整加工が施されている。

第V層文化は、石器の数が153点、礫の数が831点て‘‘

ある。i築群は数が急増し、個々の規模は縮小する傾向

にある。石材は第IV下層文化と同じく黒耀石とチャー

トを主体とする。定形的石器はナイフ形石器3点のみ

て、他は剥片の一部に刃部加工を施した掻・削器て‘ぁ

る。ナイフ形石器は、縦長剥片を素材に、基部と先端

の一部に調整加工を施すものが見られる。

h)提灯木山遺跡（第331図）

埼玉県の桶川市と北本市の境に位置する。遺跡は大

宮台地の北部て＼標高は約22mて‘ある。先土器時代の

石器は、ハードローム層中から 2枚の文化層が確認さ

れた。

第2文化層は、石器集中4箇所とi業群5箇所が検出

された。石器は国府型ナイフ形石器（1）、縦長剥片を素

材とした小形のナイフ形石器(2• 3)、切出形石器(5.

6)、大形の角錐状石器(8~11)等が出土している。ま

た、整った縦長剥片が目に付く点も、特徴的てある。

大宮台地て‘‘大形の角錐状石器が纏まって検出された、

最初の遺跡て‘‘ある。本文化層と対比てきる石器群は、

浦和市の中原後遺跡が挙げられる。

第3文化層は、石器点数が6点と少ない資料てある
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第331図提灯木山遺跡
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が、大宮台地て‘該期資料が文化層として分離て‘きた、

貴重な例て‘ある。石器は(15)のナイフ形石器が黒耀石

の縦長剥片を索材に、側刃縁と先端付近に調整加工が

施されてる。(16)の掻・削器は上半部を欠損するが、

右側縁に刃部加工を施したものてある。また、扁平の

磨石(17)が見られる。

第2文化層はガラス質黒色安山岩等、複数の石材が

用いられ、黒耀石はほとんど使われていない。一方、

第3文化層は、資料数が少ないが剥片石器は黒耀石が

使われている。

i)若葉台遺跡（第332図）

千葉県流山市に所在する。遺跡は下総台地の北東部

に位置し、現在の江戸川を挟んて大宮台地と対峙する。

標高は約17mて‘‘ある。先土器時代の資料は、調査区の

中央部約220mの範囲から石器集中7箇所が検出さ

れた。各石器集中の検出された層位から、第6ブロッ

ク→第3ブロック→第1• 5ブロックの変遷が指摘さ

れ、第6ブロックがAT直後、第3ブロックがV層、

第5ブロックカ汀V下層に対比されている。

第1• 5号ブロックは、ハードローム最上部から検

出されている。石器は第5号ブロックが多く、第1号

ブロックから出土したのは、 4と7だけてある。ナイ

フ形石器と分類されているのは、 二側縁加工て先端が

尖り、刃縁の比較的長い(1~4)と、両側縁に加工が施

され、先端が器軸に対し直角方向に近く、刃縁が幅狭

になるもの(7• 8)の2つに大別てきる。剥片索材は、

ともに横広剥片と縦長剥片が用いられている。調整加

工は前者がBlunting状のものが多いのに対し、後者

は鋸歯状の粗い剥離て‘ある。前者をナイフ形石器、後

者を切出形石器として捉えておく。

角錐状石器（報告書ては尖頭器と分類されている）

(9)は、下半部の欠損する。掻・削器はあまり定形的な

ものは見られない。

剥片石器は黒耀石、流紋岩、砂岩、安山岩等多様な

石材が用いられている。

第3号ブロックは、第1黒色帯の上部から検出され

ている。ナイフ形石器は、横広剥片と縦長剥片を資材

に、両側縁に器厚いっぱいの調整剥離が施されている。

外形は、側刃縁が僅かに内湾しているのが特徴的てあ

る。 (15)は石核と記載されている。石器石材は、ほと

んどが頁岩て‘、ある。

第6ブロックは、ハードローム最上部から第1黒色

帯の下部にかけて検出されている。石器は総数50点程

度て‘‘ナイフ形石器14点を含んて‘‘いる。ナイフ形石器は

縦長剥片を素材に、二側縁に通常の Bluntingが施さ

れている。石器石材は、黒耀石がほとんどて‘‘ある。

j)白幡前遺跡（第333図）

千葉県八千代市に所在する。遺跡は下総台地の東部

に位置し、標高は15~25mてある。本遺跡は茸田地区

区画整理事業に伴う発掘調査の一角て‘‘、井戸向、坊山、

北海道、ヲサJレ山、権現後遺跡と接している。

該期（臼幡遺跡て‘‘は第2文化層）は、萱田地区の先

土器時代資料が最も充実している段階て‘ヽ、各遺跡て‘多

数の石器集中が検出されている。本遺跡ては調査区の

広範な調査区から18箇所の石器集中が検出された。し

かし、土層の堆積が薄いため、 V層とIV下層の自然層

位て石器群を分けるのは、各遺跡や各遺跡間におい難

しい現状て‘‘あった。そのような状況下、白幡遺跡S30

地点の遺物出土層準がV層（第1黒色帯）て‘‘、 S29地

点との層位差が認められ、本文化層中て‘‘古い部分を構

成する地点てあるとの調査所見は、重要て‘ある。

S30地点の石器は、基部の長い切出形石器(6)を特

徴的に、横広剥片を素材とする切出形石器、調整加工

の粗い角錐状石器(10• 11)、刃部が厚く円刃となる掻

器(12• 13)が見られる。石材はガラス質黒色安山岩を

主体に、黒耀石、珪化凝灰岩、チャート等が用いられ

る。

一方、層位差が明らかとされている S29地点の石器

は、資料総数337点と纏まっているが、製品は少なく、

縦長剥片を素材としたナイフ形石器(1• 3)と、横広剥

片を索材とした切出形石器(2)等が見られるだけてあ

る。石材はガラス質黒色安山岩（報告饗て‘‘は黒色緻密

安山岩）が主に用いられ、黒耀石等が含まれている。

比較資料として、 S2 • S 13 • S 21 • S 60地点の石器
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第333図 白幡前遺跡
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を掲載した。S21地点は横広剥片、縦長剥片を素材と

したナイフ形石器（14)、切出形石器（15・17)等が検出

されている。石器石材は黒耀石、チャート、ガラス質

黒色安山岩が用いられている。

S 13地点は、台形状に近い切出形石器が出土してい

る。石材は全て黒罐石が用いられている。

S60地点ては、小形て精巧な作りの角錐状石器(23)

が出士している。石材はガラス質黒色安山岩と黒色頁

岩が主に用いられている。

S2地点は、調整加工の粗い大形のナイフ形石器（角

錐状石器の様にも見えるが）が出土している。石器石

材は、黒色頁岩を主に、ガラス質黒色安山岩、黒曜石

が用いられている。

以上、各石器集中を検討したが、第2文化層全体て‘‘

用いられている石器石材は、黒耀石とガラス質黒色安

山岩、黒色頁岩が特徴的て‘‘ある。

2)細分試論

該期の細分案は、織笠昭氏によって殿山技法と国府型

ナイフ形石器の問題から、相模野第III期を前半と後半

に分けて整理した。その後、伊藤氏は該期をV中亜段

階、 V上亜段階、 IV下亜段階、 IV中亜段階の4つの亜

段階の細分案を提示している。亀田氏は同じく該期を

4期に細分し、li業群等を含め各期の遺跡構造の分析を

行ったが、伊藤氏との間て‘‘、各段階（期）て取り上げ

られている遺跡が異なる場合がみられる。

ここては、該期の複数の文化層力苅餌忍された遺跡を

中心に、その文化層の前後関係から細分を試みた。結

果として、 2期4段階の石器群の変遷が考えられた。

各期はタイプサイ トとなる遺跡名て‘‘呼称した。

［殿山期】

埼玉県殿山遺跡の資料をもって呼称する。寺尾期（寺

尾遺跡第6文化層：鈴木遺跡第VI層） と岩宿II期の中

間に当たる。殿山遺跡の層位的所見て‘‘は、編年的位置

が必ずしも確かて‘‘ないが、長ヲサ遺跡、提灯木山遺跡

の文化層の認識から、岩宿II期の下層の石器群として

捉えることがてきる。また、湘南藤沢キャンパス内遺

跡第V文化層の資料は、その編年的位置づけに問題が

多いが、 AT降灰層を挟んて第VI文化層と分離て‘‘きる

点と、特徴的な掻器を組成する点を加味し、殿山遺跡

のナイフ形石器と異なる点も多いが、本期に含めて捉

えたし‘o

本期の石器組成は、縦長泉ll片を索材としたナイフ形

石器、円形掻器、 円刃掻器、 麿石を主体と している。

殿山遺跡は、国府型ナイフ形石器、大形の切出形石器

が含まれ、新しい様相と見ることもてきる。

【岩宿II期】

群馬県岩宿遺跡の第II石器文化層の石器群をもって

呼称する。該期の石器組成は、切出形石器と角錐状石

器が卓越し、剥片剥離の技術は、横長（横広）剥片が

組織的に作出されている。

花沢東遺跡の第3• 4文化層、長ヲサ遺跡の第VIII・

IX文化層等の文化層の認識から、 3つの段階に細分が

可能てある。

【1段階］

代表的な遺跡および文化層は、相模野台地て‘‘は、長

ヲサ遺跡第IX文化層、上草柳第2地点第II文化層。武

蔵野台地て‘‘は、花沢東遺跡第4文化層、自由学園南遺

跡。大宮台地て‘‘は、提灯木山遺跡第2文化層、中原後

遺跡。下総台地て‘は白幡前遺跡第 2文化層S30地点が

挙げられる。

石器は、厚手縦長の切出形石器と大形の角錐状石器

が目に付く 。また、角錐状石器は大形と小形のものを

組成する場合がある。国府型ナイフ形石器の多くは、

本段階の遺跡（文化層）から検出されている。

自由学園南遺跡は、調査区が少し離れて1980年と

1987年に発掘調査が行われた。検出された石器群の様

相が異なっている。石器群の内容から、 2地点とも 1

段階の幅て‘‘捉えるが、 1987年→1980年の時間差が想定

てきる。

【2段階】

代表的な遺跡および文化層は、相模野台地は、長ヲ

サ遺跡第VIII文化層、湘南藤沢キャンパス内遺跡第IV文

化層。武蔵野台地は、花沢東遺跡第3文化層、前原遺
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跡第IVM2層。 大宮台地は、新屋敷遺跡C区、大和田高

明遺跡、明花向遺跡C区。下総台地は、若葉台遺跡第

3ブロック、若葉台遺跡第5ブロック、白幡前遺跡第

2文化層S29地点等が挙げられる。若葉台遺跡の第3

ブロックと第5ブロックて‘‘層位差が認め られているが、

報告書て‘石器群の内容を見る限り、両石器群ともに本

段階の中におさまる差と考えられる。

石器は、切出形石器が小形になり、台形状になるも

のが多い。角錐状石器も小形のものが主体になり、 1 

段階の様に大形と小形が組成することは無い。

【3段階】

岩宿II期を切出形石器が卓越する時期として捉える

と、本手文階は岩宿II期の細分て‘考えるのか、新しい期

時を設定すべきか問題てあるが。 当面、資料の充実と、

＜註＞

砂川期への変遷過程を検討する事にする。

代表的な遺跡および文化層は、武蔵野台地に集中し

ている。野川中i州北遺跡第IV中～下層、 嘉留多遺跡第

2文化層、多聞寺前遺跡第IV中2層等が挙げられる。

ナイフ形石器は、縦長剥片を素材に基部周辺に調整

加工を施したものが多い。また、 多聞寺前遺跡第IV中

2文化層と嘉留多遺跡第2文化層のナイフ形石器は、

二側縁加工て‘ヽ、側刃縁が僅かに内湾するものがみ られ、

次の砂川期のナイフ形石器に繋がる要素かもしれない。

角錐状石器は2段階のものと同じく、小形のものが組

成している。

剥片剥離は、小日から縦長剥片を作出する石核力礫斤

しく加わる。

註1:明花向遺跡C区の編年的位置付けについて、橋本勝雄氏から多くの教示を受けた。また。若葉台遺跡等、千葉県内の資料との

比較が重要て‘、あると指摘を受けた。

相模野台地 武蔵野台地 大宮台地 下総台地

殿山期 藤沢校地V文 嘉留多第3 提灯木山 3文

(V層） 長ヲサXI文 殿山遺跡

岩宿II期 長ヲサX文？ 丸山東IV B6 天沼 白幡前S30地点

1段階 ： 長ヲサIV文 自由学園南（1991) 提灯木山 2文

IV下層（1) 上草柳2地点II文 自由学園南 (1983) 中三谷

花沢東 4文 中原後

西ノ台BIVL

前原IVL
東早淵 5文
多摩蘭坂 3文
多聞寺前IV下

2段階 ： 長ヲサVIII文 花沢東 第3 松木 7区 若葉台 第3ブロック

IV下層（2) 長ヲサVII文 前原 IVM 2 大和田高明 若葉台 第5ブロック

藤沢校地IV文 新屋敷c区 白幡前S29地点

明花向C区
赤山 2文

3段階： 長ヲサ VI文？ 野川中i州

IV下～中層 IV中～下層
ヲギ酒丘甲刀 夕タ 2文
多聞寺前IV中2
野川L15
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